
学校教育目標  「心は一つ八景小！ 自分らしさを発揮し、認め合い、思い合い豊かに生きることができるようにします」 
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行く春を惜しんでいる間もなく、着任してから一カ月。気が付けば青葉若葉が眩しい季節になって

いました。 

「これはクワの木だよ。食べられるんだよ。」 

何年生でしょうか。朝の登校時、東側の昇降口前で私に声をかけてきてくれた子がいました。その

子が指さす方を見上げてみると、完熟を待つ赤い実が鈴生りとなった大きなクワの木がありました。ク

ワの木はあまり高くならないもの、と勝手に思っていましたが、八景小のクワの木はとても大きく迫力が

あるものでした。子どもたちの話では、クワの実が熟すとスイレンの池に落ちて、金魚がその実を食べ

るそうです。学校の自慢を語る子どもたちの瞳がキラキラと輝いていました。 

「『八景』とは八つの優れた風景を選ぶ、風景評価の様式。」とネットに書いてあります。もちろん本

校の由来となる「金沢八景」は有名な八景ですが、調べてみると日本中には様々な八景があるようで

す。そこで私はこの八景小学校の優れた風景「八景」を見つけてみたくなりました。着任してからわず

か一カ月、すぐに一つ目の素敵な風景を見つけました。「子どもたちの輝く瞳」です。あと七つ。見つけ

ることを楽しんでいきたいと思います。 

令和５年度も子どもたちが安心して自分らしさを発揮できるよう、努めてまいります。引き続き、ご理

解とご協力をお願いいたします。 


